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穏やかな日差しに春を感じる頃となりました。貴院におかれましては、ますますご清栄

のこととお喜び申し上げます。 

平素は当院の医療連携について格別のご理解とご協力を頂き、厚く御礼申し上げます。

今月は、皮膚科についてご紹介します。 

 

外来担当表 

 昨年 10 月より、水曜日の皮膚科の外来を担当しております井階です。月・火・木曜日は、

小出 隆先生が担当されています。 

公立八鹿病院皮膚科では、外来診療を中心とし、「日本皮膚科学会の診療ガイドライン」に

準拠した皮膚疾患の標準的な診断、治療を行います。公立八鹿病院でとくに力を入れたいと

考えているのが、褥瘡、老人性湿疹、足病変、などの高齢者の皮膚トラブルです。但馬南部

地域では、日本の将来を先取りする超高齢化社会が到達しつつあります。高齢者の増加に伴

い、褥瘡や陰部の皮膚トラブル、足の病変の患者さんが急増しています。院内では褥瘡対策

委員会などで適切に処理されていますが、さらに、整形外科、「皮膚・排泄ケア認定看護師（い

わゆる WOC ナース）」と共同して、高齢者の皮膚トラブル、スキンケアに対応していきたい

と思っています。ただ、地域の在宅の高齢者にとって、皮膚トラブルがあっても、なかなか、

診察のため本院まで足を運ぶことは困難と思います。ですので、地域の医療機関のスタッフ、

とくに、訪問看護師の方々と密接に協力して適切に対処していきたいと思っています。とく

に、皮膚科では塗り薬をしっかりと塗ることが非常に重要で、患者さん自身や家族の方が塗

れないことも多く、訪問看護師の方々の協力が不可欠です。さらに、糖尿病の患者さんが急

増する中、その足病変の重要性が認識されていますが、糖尿病内科、整形外科、WOC ナース

等と協力して、フットケア外来にも協力していきたいと思っています。また、新しい薬剤、

抗がん剤、生物製剤などの副作用による、薬疹、皮膚障害に積極的にかかわっていきたいと

考えています。 

現在のところ、皮膚科で入院患者をとる事は困難ですが、内科など他科で入院されたとき

には、主治医と協力して皮膚疾患、皮膚トラブルの処理に当たりたいと考えています。また、

今後、地域の医療機関やスタッフの方々と協力して、高齢者のスキンケア、皮膚のトラブル

に対応していきたいと思っています。なにとぞ、よろしくお願い申し上げます。 

   皮膚科  井階 幸一 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では、積極的な業務改善を図るために、各部署がテー

マに沿って活動・発表するＴＱＣ大会（ＴＱＣ：Total Quality 

Control の略）を毎年開催しています。 

今年度のテーマは、「地域住民への情報発信とその重要性」

であり、職員からの投票により優秀な演題が選ばれました。 

 

この TQC 活動を通して、よりよい医療を皆様に提供できるように今後も取り組んで 

まいります。 

 

CT・MRI 検査のご予約を、直接お電話にて受付しております。 

【ご利用方法】 
お電話でご予約をお取りください。ご予約のあと、診療情報提供書を FAX にて 

送信してください。患者さんには日時が分かるものをお渡しください。 
（ホームページにあります電話予約用の予約票をご利用ください。） 
のちほど予約確認の FAX を送信いたします。 

外来診察の事前予約受付時間を（月・火・水・金）の 18 時 30 分まで 
延長していますのでご利用ください。 

 

公立八鹿病院 地域医療連携室  
 TEL 079-662-5555（代表） FAX 079-662-3143（直通） 



 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
  

 

【公立八鹿病院 地域医療連携室 ～地域医療の要～】 

 
Ⅰ. 役割 

     地域の病院・クリニックや介護・福祉施設との連携を図り、地域内で包括的ケアを住民の

皆さんに提供する為の病院側窓口に相当する部門です。 

1. 相談と支援 

患者さんや御家族が入院治療に関する理解を深め、又退院に際しては可能な限り自立した 

生活を営めるように支援いたします。 

2. 調整 

安心して療養生活を送る為に作られている様々な制度やサービスを説明し、社会的、経済

的問題も含めてそれ等を利用できるように調整いたします。 

3. 病院運営 

地域の医療機関との連携を深めて、高度医療機器の効率的共同利用を推進したり患者さん

の受け入れを円滑にして、病院運営にも深く関わっています。 

 

     

Ⅱ. 地域医療構想と地域包括ケアシステム 

 1. 地域医療構想 

     高齢者の増加や人口減少が進む 2040 年以降においても、「全ての地域・全ての世代の 

患者さんが適切な医療・介護を受け、必要に応じて入院し、続いて日常生活に戻る事が 

できる医療提供体制を目指す」構想です。 

 2. 地域包括ケアシステム 

    「高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく人生を全う出来るよう、地域の包括的支援・ 

サービスを提供する体制」です。この環境を支える 4つの柱は①地域の病院・診療所、 

②介護・福祉施設、③行政、④地域住民の[自助・互助・共助・公助]です。 

八鹿病院が果たす役割の推進役も地域医療連携室の活動です。 

 

 

Ⅲ. 公立八鹿病院組合管理者としての私 

     平成 21 年（2009 年）6月に麻酔科医師として当院に赴任し、平成 27 年 4月以降 

管理者として努めて参りました。この度、その職を辞して「高齢化が急速に進む当地に 

おいて、公立八鹿病院組合の介護・福祉部門で働く若い職員達と共に歩む」ことを決意 

致しました。本年 6月には 80 歳、まさに“老々介護”を実践する事になります。 

本稿で辞任の挨拶をする機会を与えて下さいまして有難うございます。 

      地域の皆さん、今後共宜しく御願い申し上げます。 

公立八鹿病院組合 富管理者より 退任にあたって 

公立八鹿病院組合 管理者 富  勝治 



公立八鹿病院 地域医療連携室 〒667-8555兵庫県養父市八鹿町八鹿1878-1 
[TEL] 079-662-5555（内線 1360）[FAX] 079-662-3143（直通） 

[E-mail] renkeisitu@hosp.yoka.hyogo.jp 
 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

3/30 3/31 

×内科 高内医師 

×整形 佐藤医師 

×総診 藤本医師 
    （代診あり） 

4/1 4/2 4/3 4/4 

×内科 藤澤武医師 

 

4/5 

4/6 4/7 4/8 4/9 

×内科 島田医師 

4/10 4/11 4/12 

4/13 4/14 
×小児 井代医師 

4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 

 

4/20 

 

4/21 4/22 4/23 

×胃腸・緩和  

岸本医師 

4/24 

×胃腸・緩和  

岸本医師 

4/25 

×胃腸・緩和  

岸本医師 

4/26 

4/27 4/28 

×整形 元津医師 

×脳外 千葉医師 

×眼科 後藤医師 

4/29 4/30 5/1 

×整形 元津医師 

 

5/2 

×内科 藤澤武医師 

 

 

3 月 2 日（日） 出合診療所 隅  達則    先生（内科系） 

3 月３０日（日） 枚田クリニック 枚田 一広    先生（外科系） 

４月 ６日（日） 出合診療所 隅  達則    先生（内科系） 

 

総合診療科・救急科からお願い 

※当日紹介および救急への紹介は、直接総合診療科の担当医師へ電話連絡のうえ、

患者情報の FAX 送信をお願いします。 

スムーズな受診のため、よろしくお願いします。 

緩和ケア病棟にて 

ひなまつり会を行いました 

昭和の日 


